『ウナギのなぞを追って』③　　（　　）組（　　）番　名前（　　　　　　　　　　）

④・　初めにどのような調査をしましたか。
　（　より小さいウナギを追い求める調査　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　・　レプトセファルスは、どのような形でどんなEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(とくちょう),特徴)がありますか。
　形　（　とうめいで、やなぎの葉ような形　　　）
　特徴（　海の中でしずみにくく、海流に乗って運ばれやすい　　　）
⑤・　初めてウナギのレプトセファルスがとれた年・場所・大きさはどうでしたか。
　年（一九六七年）
場所（　台湾の近くの海　）
大きさ（（体長）五十四ミリメートル）
・　この調査結果から筆者が考えたこと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　（この）レプトセファルスが生まれた場所は、海流のもっとさかのぼった先にあると考えた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

⑥・　どうして調査はんいを南へ、東へと広げていったのでしょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　（レプトセファルスは、海流に乗って運ばれ、）海流の上流に行くほど、さらに小さいものがいるはずだと予想したから。
⑦・　一九九一年に、十ミリメートル前後のレプトセファルスを、約千びきとることができたのはどこですか。

（　マリアナ諸島の西、北赤道海流の中　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・　レプトセファルスが、生まれてからの日数を調べるにはどうすればいいですか。
　（　（木の年輪ににた、）一日に一本ずつふえる輪のできる部分を数える　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
⑧・　これまでの調査で分かったことを整理して考えたことを２つ書きましょう。
　　西向きに流れる北赤道海流をさかのぼって、東へ行くほど、とれるレプトセファルスは小さくなること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　親ウナギがたまごを産む場所を決めるときに、大きな三つの海山が、何かの役に立っているかもしれないということ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

⑨・　レプトセファルスのたんじょう日を計算して、こよみと照らし合わせたことから筆者はどんなことを考えたでしょう。
（　ウナギは新月のころに合わせて、いっせいにたまごを産んでいると考えた。　）
⑩・　どういった二つの予想をもとに、調査を続けましたか。
　（　海山の近く　）（　新月のころ　）（フロントと海山の連なりが交わる地点）
　・　筆者はどうして期待が高まったのでしょうか。
　　（生後わずか二日の、ウナギのレプトセファルスを見つけ、）確実にたまごに近づいていると感じたから。　）
⑪・　「フロント」とはどういうところでしょう。　　
　（　塩分のこさがことなる海水のさかい目　）
　・　どうしてフロントのに着目したのでしょうか。
生まれて間もないレプトセファルスが、これまでフロントのすぐ南で取れていたから。
⑫・　どうして船の中に大きなかんせいがあがったのでしょうか。
　（　ついに、ウナギのたまごを産む場所にたどり着くことができたから。　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

めあて　「中」を読み取り、調査について考えよう。





振り返り　今日の授業で学んだことや友達の意見を聞いて思ったことを中心に書こう








